
小売業・飲食店における職場の安全衛生自主点検結果 
対 象：横須賀監督署管内（横須賀市、逗子市、三浦市、三浦郡葉山町）の 

     第3次産業（小売業、飲食店）の事業場に対して実施→回答２０５事業場 

実施時期：平成２６年１２月～平成27年5月   
 

 

                               

企業の本社や基幹となる支店が他にありますか。（有効回答１７９事業場）            

 

ア パートタイマーやアルバイトを含め、家族以外の従業員を雇っていますか、今後雇う予定はありますか。 

（有効回答２０３事業場） 

 

イ アで「はい」と答えた方について、労働保険（労災保険）に入っていますか。（有効回答１５９事業場） 

  

ウ 平成２０年以降に従業員が、仕事が原因となって負傷し、又は、病気になったことがありますか。 

（有効回答１６３事業場） 

  

エ ウで「はい」と答えた場合、その従業員は仕事を４日以上休みましたか。（有効回答２３事業場） 
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半数以上は本社や管

理している支店があ

ると回答している。 

約８０％の事業場で、家族以

外の従業員（労働者）を雇っ

て事業を行っている。 

７５％が労働保険（労災保険）

に加入している。 

労働災害を発生させた事業

場のうち、約４割は休業を

４日以上するような大きな

労働災害であった。 

約６年間に、約２割の事業場

で、労働災害が発生している。 



オ ウではいと答えた場合、従業員が負傷したこと（災害）の原因を検討し、発生を防止する対策を決め実行し

ましたか。（有効回答２０事業場） 

 

 

カ オで原因の検討をする時に、施設管理者・商店街組合・飲食店組合・機械メーカーなどに相談しましたか。 

（有効回答２０事業場） 

                                                                                                                                  

 

 

キ カで相談先がないときに、専門的機関や専門家の案内をしてほしいと思いますか。 

（有効回答１８事業場） 

       

 

ク 食品や材料を加工する機械は何台保有していますか。（複数回答可） 

 

ケ.クの機械には危険な箇所にカバーなどをつけていますか。（有効回答５７事業場） 
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約４割は専門機関や専門家を案

内して欲しいと思っている。 

つまり、専門家のアドバイスが

必要であると感じている 

労働災害を発生させた全て

の事業場において、原因を

検討し、その発生を防止す

る対策が講じられている。 

労働災害を発生させた事業

場の半数以上が、施設管理

者や機械メーカー等に原因

の検討をする際に相談を行

っている。 

災害発生が多いとされる食品加

工機械について、保有台数を調

査したもの。 

魚や肉等を揚げるためのフライ

ヤーが４４事業場で一番多く、

肉などを切るスライサーも２１

事業場と次いで多い。パンの生

地などを練る、練り機も保有し

ている事業場が１３事業場あ

る。 

食品加工機械は、稼働中に手等

の身体の一部がはさまれ巻き

込まれるのを防ぐため、可動部

にカバーを取り付ける必要が

ある。アンケートでは約９割近

くの事業場で、これが取付けら

れている。 



コ 材料などを運搬するための機械がありますか。（複数回答可） 

 

 

サ 機械の動作やカバーなどの定期点検をしていますか（有効回答７３事業場） 

 

 

シ 機械設備の操作方法や作業方法について従業員に教育していますか（有効回答７２事業場） 

 

 

 

ス 労務管理・災害防止の担当者は誰ですか（有効回答１３９事業場） 

 

 

セ 横須賀労働基準監督署が近くで労働条件管理や労働災害防止の講習会を開催した場合、参加を希望しますか。

（有効回答１３９事業場） 
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運搬機械として、荷物用リフ

ト・エレベーターを有している

のは１７事業場、ロールボック

スパレットを所有しているの

は７事業場である。フォークリ

フトを所有している事業場は

ない。 

食品加工機械や運搬機械の動

作やカバーなどの定期点検を、

９５％の事業場で実施してい

る。 

食品加工機械や運搬機械の操

作方法や作業方法について、

９０％の事業場で従業員に教

育をしている。 

労務管理・災害防止の担当者

は、事業者自信が４５％で最

も多く、次いで本社等の担当

者が４２％、担当従業員がい

る事業場は１３％に止まって

いる。 

横須賀労働基準監督署が労働

条件管理や労働災害防止の講

習会を開催した場合、参加を

希望すると回答した事業場

は、ほぼ半数に止まっている。 

これが、「ロールボックスパレッ

ト」で、かご車とも言う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

以下のツールを参考に各種災害防止の取組みをお願いします！ 

  

 過去５年間に労働災害が発生している事業場は約８割あるが、発生させた全ての事

業場で再発防止対策が講じられています。 

 一方で、労働条件管理や労働災害防止の講習会への出席を希望しない店舗が約半数

あり、コンプライアンスや安全衛生意識にかける事業場が多くみられます。 

 もっともこの状況は、各店舗とも人手が少ないため、今の仕事をこなすことで精い

っぱいであり、時間に余裕のないことも一因と思われます。 

 また、労務管理・災害防止の担当者を置いているのは、わずか１３％で、本社の担

当者や事業者（社長）が自ら行っていることから、９割近くの現場において実務を行

う安全担当者がいないと言うことになります。 

 また、全国的に小売業において、転倒災害、台車（ロールボックスパレット含む）

に係る行動災害が多くみられます。 

 以上のことから、既に発生した労働災害の対策にとどまらず、安全管理を担当させ

る安全推進者を事業場に配置し、同業他社で多く発生している転倒災害や台車に係る

災害防止を中心とした取組みを行うことが重要です。 

小売業・飲食店における安全衛生管理の問題点と対策について 


